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注意

1. 試験時間は 45分、100点満点です（1問5点 × 20問）。

2. 答えは すべて 答案用紙 に書きなさい。答案用紙には 名前を 忘れずに 書きなさい。

3. 「漢字で」などの 条件が ある 問題は、条件に したがって 答えなさい。

4. 作戦の例：まず 30分で 全体を 1周（時間が かかりそうな 問題は とばす）→ 残り15分で もどって けんざん。

1 日本の 工業の 特色について 答えなさい。

(1) 第2次世界大戦の 前に、日本で 中心だった 工業を 何といいますか。

(2) いろいろな 製品に 使われる 半導体は「産業の【　　】」と よばれます。【　】に あてはまる

語は 何ですか。

(3) 関東地方の 南部から 北九州まで、工業が 集中している 太平洋岸の 地域を 何といいます

か。

(4) 工場が 海外に うつり、国内の 工業が おとろえる ことを、産業の 何といいますか。

2 自動車工業について 答えなさい。

(1) 1980年代、日本から アメリカへの 自動車輸出が ふえて、日米の あいだで おきた 問題を 何

といいますか。

(2) 必要な 部品を、必要な ときに、必要な 数だけ 届ける しくみを 何方式と いいますか。

(3) 自動車工場が もっとも 多い 県は どこですか。

(4) 水素と 酸素を 反応させて 発電し、水だけを 出す 自動車を 何といいますか。
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3 鉄鋼業と 化学工業について 答えなさい。

(1) 鉄鉱石の 輸入先 第1位の 国は どこですか。

(2) 高炉で 鉄鉱石を とかして できる 鉄を 何といいますか。漢字で 答えなさい。

(3) 製鉄所が 太平洋や 瀬戸内海 ぞいの 臨海部に 多い 理由を、かんたんに 書きなさい。

(4) 原料から 製品までの 工場が パイプラインで 結ばれた 工場の 集まりを 何といいますか。

4 工業資源と エネルギーについて 答えなさい。

(1) 国内で 100% まかなう ことが できる 資源は 何ですか。

(2) 1960年代、エネルギーの 中心が 石炭から 石油に 変わった ことを 何といいますか。

(3) 日本が 原油を 輸入する 国の 多くが 面している 湾を 何といいますか。

(4) 太陽光・風力・地熱 など、なくならず 環境に やさしい エネルギーを 何といいますか。
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5 次の 資料を 見て 答えなさい。

資料Ａ　工場の 数の わりあい：中小工場 98.4%・大工場 1.6%（2022年）

資料Ｂ　生産額の わりあい：中小工場 47.1%・大工場 52.9%（2022年）

資料Ｃ　発電の わりあい：1950年 水力 81.7%・火力 18.3%　／　2022年 水力 8.4%・火力 74.7%・原子力

5.5%・風力や太陽光など 11.9%

(1) 資料Ａで、中小工場は 工場の 数の 何% ですか。

(2) 資料Ａ・Ｂから、1つの 工場あたりの 生産額が 大きいのは、大工場と 中小工場の どちらで

すか。

(3) 資料Ｃで、1950年に もっとも 多い 発電は 何ですか。

(4) 資料Ｃで、2022年に もっとも 多い 発電は 何ですか。
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✓ 出す前に：名前は 書いた？　条件（漢字で・単位）は 守った？　答案用紙の 教科は 合ってる？
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各5点 × 20問 ＝ 100点。

1 工業の特色

(1) 軽工業

戦前は せんい工業や 雑貨 などの 軽工業、戦後は 重化学工業が 発達。

(2) 米

半導体＝産業の米。鉄は「産業の土台」なので まちがえないように。

(3) 太平洋ベルト

海ぞいで、原料の 輸入・製品の 輸出に 便利。

(4) 空洞化

賃金の 安い アジアの 国などへ 工場が うつる。

2 自動車工業

(1) 貿易摩擦

対応として 輸出の 自主規制と 現地生産。

(2) ジャスト・イン・タイム（方式）

倉庫に 部品を ためないので むだが 少ない。

(3) 愛知県

豊田市 など。関連工場との 関係で 内陸部にも 工場が ある。

(4) 燃料電池車

ほかに ハイブリッド車・電気自動車 なども エコカー。

3 鉄鋼・化学

(1) オーストラリア

原料炭の 輸入先も 1位は オーストラリア。

(2) 銑鉄

コークスと 鉄鉱石を 高炉で とかす → 銑鉄 → 転炉で 鋼に。

「漢字で」の 条件。ひらがなの「せんてつ」は ✗。

(3) 【記述】（例）原料の 鉄鉱石や 原料炭を 船で 輸入するのに 便利だから。

「理由」を 聞かれたら「〜から」で 終わる 文に する。

(4) 石油化学コンビナート

原油 → ナフサ → 石油化学工場 → プラスチック など。
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4 資源とエネルギー

(1) 石灰石

セメントの 原料。ほかの 多くの 資源は ほとんど 輸入。

(2) エネルギー革命

石炭から 石油へ。

(3) ペルシャ湾

サウジアラビア・アラブ首長国連邦 など 中東の 国々。

(4) 再生可能エネルギー

環境に やさしいが、天気に 左右されて 発電量が 安定しない。

5 資料問題

(1) 98.4%

資料Ａを そのまま 読む。

(2) 【発展】大工場

1つの 工場あたり ＝ 生産額 ÷ 工場の 数。大工場 52.9 ÷ 1.6 ＝ 約33、中小工場 47.1 ÷ 98.4 ＝ 約0.5。

「数が 多いから 中小工場」は ✗。「1つあたり」は 割り算で くらべる。

(3) 水力（発電）

1950年は 水力が 81.7%。

(4) 火力（発電）

2022年は 火力が 74.7%。
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